
日本生協連が食品安全委員会に提出した意見とその回答 

 

※日本生協連の意見は、前文と参考文献を省略しています。 

日本生協連の意見 食品安全委員会の回答 

１．「アレルゲン性は否定できない」としつ

つも「安全性に懸念がない」と結論した点

について詳しい説明が必要と考えます。 

評価書案では、要約（p.4～）や食品健康

影響評価（p.57～）で「添加物『亜硫酸水

素アンモニウム水』由来の二酸化硫黄及び

亜硫酸塩によるアレルゲン性の可能性は否

定できないと考えた。ただし、使用方法が

『ぶどう酒の製造に用いる果汁及びぶどう

酒（発酵が終了したものを除く。）以外に使

用してはならない』とされており、ぶどう

酒の製造のみに用いられることを考慮すべ

きと考えた」と記述されており、最後に結

論として「安全性に懸念がないと考えられ、

ADIを特定する必要はないと判断した」と

されています。使用方法を考慮した結果と

して上記のような結論に至ったものと読み

取れますが、その判断の根拠がよく分かり

ません。使用方法をどのように考慮したの

か等、アレルゲン性の評価に関して詳しい

説明が必要と考えます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

アレルギー性疾患患者等を対象とした亜

硫酸塩に関する経口負荷投与試験等におい

て、ヒトにおけるアレルギー反応の報告が

されていますが、本品目を対象とした報告

はありません。 

添加物専門調査会としては、添加物「亜

硫酸水素アンモニウム水」の実際の摂取量

は、以下の理由から、推定一日摂取量より

も少ないと考えています。 

① 発酵前あるいは発酵中の果汁やマスト

に添加され、本品目から生じた二酸化硫

黄は、水と反応して亜硫酸を生じ、有害

微生物の増殖防止及び酸化防止の効果を

発揮しつつ大気中に揮散又は酸化により

徐々に消失するとされていること 

② 発酵前に添加した亜硫酸は、果汁等の固

形分と結合し、その含有量は減少すると

指摘されていること 

③ 亜硫酸の使用時には、添加前後で分析を

行い、使用量が適切であるかを確認する

ことや使用記録を残すこととされてお

り、添加物「亜硫酸水素アンモニウム水」

の使用においては使用量等の管理が適切

になされると考えられること 

したがって、添加物専門調査会としては、

毒性試験成績からNOAEL が得られている

ものの、NOAEL の根拠とした毒性所見は

軽度の胃及び食道の所見であり、毒性影響

は重篤ではないことを考慮し、亜硫酸水素

アンモニウムの性質、使用方法、実際の摂

取量、使用基準案等から、添加物「亜硫酸

水素アンモニウム水」が添加物として適切

に使用される場合、安全性に懸念がないと

考えています。 

 

 



２．リスク評価機関として亜硫酸塩全体の

リスクを科学的に評価し、リスク管理機関

に助言や勧告を行うべきです。 

 評価書案にも記載されている通り、亜硫

酸塩が喘息患者など一部の感受性の高い集

団にアレルギー反応を生じさせるのは明ら

かであると思います。 

 FAO/WHO合同食品添加物専門家会議

（JECFA）は、二酸化硫黄および亜硫酸塩

の評価において、「感受性の高い個々の消費

者を保護するための実行可能な唯一の方法

は適切な表示をすることである」と繰り返

し述べています。これを受けて、コーデッ

クス規格では、亜硫酸塩は他の食物アレル

ゲン同様に過敏症を誘発することが知られ

ているとして表示の対象とされています。 

 日本の食品表示基準では亜硫酸塩はアレ

ルゲンとして定められていません。ただし、

消費者庁は通知で「亜硫酸塩については、

今後十分な調査を行っていくこととしてい

ます」（Ｉ－５）と述べると同時に、「食物

アレルギーの原因物質は、時代の変化とと

もに変わっていく可能性があると考えられ

るので、更に実態調査・科学的研究を行い、

新たな知見や報告により適宜、特定原材料

等の見直しを行っていきます」（Ａ－２）と、

その考えを述べています。 

 したがって、貴委員会の役割として、亜

硫酸塩により生じるアレルギー反応やその

リスクについて、入手可能な知見を総合的

に整理した上で科学的な評価を実施すべき

と考えます。さらにその結論に基づいて、

食品表示を所管する消費者庁に助言や勧告

を行うべきであると考えます。国際的には、

JECFAとコーデックス委員会の関係と同

じように、EUでは欧州食品安全機関

（EFSA）がアレルギー物質に関する知見を

整理し、科学的意見をまとめています。 

 

 

添加物専門調査会としては、亜硫酸水素

アンモニウムの評価に当たって、入手した

ヒトにおける知見からは、亜硫酸水素アン

モニウムに関するヒトにおけるアレルゲン

性の報告はないものの、添加物「亜硫酸水

素アンモニウム水」由来の二酸化硫黄及び

亜硫酸塩によるアレルゲン性の可能性は否

定できないと考えました。ただし、今回の

評価においては、添加物「亜硫酸水素アン

モニウム水」の使用方法が「ぶどう酒の製

造に用いる果汁及びぶどう酒（発酵が終了

したものを除く。）以外に使用してはならな

い」とされており、ぶどう酒の製造にのみ

用いられることを考慮すべきと考えまし

た。 

今回の要請内容に基づいて評価を行った

結果、亜硫酸水素アンモニウムの性質、使

用方法、実際の摂取量、使用基準案等から、

添加物「亜硫酸水素アンモニウム水」が添

加物として適切に使用される場合、安全性

に懸念がないと考えています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



３．関連する物質の範囲について 

 評価書 p.7に、「亜硫酸水素アンモニウム

水に関連する物質として、指定等要請者は、

亜硫酸ナトリウム、ピロ亜硫酸ナトリウム

及びピロ亜硫酸カリウムが添加物として指

定されていると説明している」とあります。

次亜硫酸ナトリウムと二酸化硫黄も添加物

として指定されていますが、この２品目を

関連する物質としなかった理由をご説明く

ださい。 

当該記載は、指定等要請者の説明に基づ

き、参考として記載したものです。 

 

 


